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研究成果の概要（和文）：本研究では、外国語（英語）授業の改善を支援するための統合的外国語授業改善支援
システムの構築を行った。学習指導案作成システムと授業分析システムから成っており、前者は半自動的に簡易
にアップロードされた活動事例の情報から授業で使う学習指導案を作成するもので、後者はタブレット端末に授
業を録画しながらCOLTという分析スキームを使って授業を自動分析するシステムである。当システムを使うこと
で、教員養成コースの学生や学校の教師が自らの授業実践を授業後すぐに振り返り、それを授業改善に活かすこ
とができる。これまで多くの授業で当システムがの有効性が検証されており、同時にシステムの高度化が進めら
れている。

研究成果の概要（英文）：In this study, an integrated foreign language (English) class improvement 
support system was developed to support the improvement of foreign language classes. The system 
consists of teaching plan creation system and a class analysis system, the former of which makes 
teaching plans to be used in classes from information on  already uploaded activity examples, and 
the latter of which analyses classes automatically using an analysis scheme called COLT while 
recording classes on a tablet PC. Using this system, pre- and in-service teachers can reflect on 
their own teaching practice immediately after the class and use it to improve their classes. The 
effectiveness of the system has been verified in a number of classes so far, and at the same time 
the system has been being upgraded.

研究分野： 教育工学、第2言語習得
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本システムを活用することで外国語教師が自らの授業を他者の支援をえることなく改善することが可能になり、
特に教員養成課程の学生や経験年数の少ない教員が自己の授業開発を長期的なスパンで進めることが可能となる
ため、大学や学校での活用を進めることで、外国語授業開発が地域を越えて進展する可能性がある。また、本シ
ステムは教員研修会でも活用が可能で、公開授業で利用し、その後の授業検討会でシステムが示すフィードバッ
クを参考に授業研究を進めていくことが可能となる。さらに、現在フランス語の教育実習時の支援にも使用され
始めており、英語のみならず多言語での利用が可能となることが示唆されている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）小学校における「英語科」の導入 
 
小学校では 2020 年度から新学習指導要領が施行され、小学校５、６年生で新教科「外国語

科」が本格的に開始された。海外の英語教育の早期化などを承けて、2011 年には小学校で外国
語活動が開始されていたが、早くもその 2 年後には、2013 年 12 月には文部科学省から「グロ
ーバル化に対応した英語教育改革実施計画」が発表され、小学校高学年での教科「英語」の導
入や中学校・高等学校での授業の高度化などの計画が示された。当時、小学校英語科の授業を
始めるにあたって、文部科学省は「補助教材」などの授業ですぐに使える教材を公開し学校の
支援を行っていたが、児童にとって効果のある授業をどう具体的な進めるかの課題に取り組む
にはさらなる支援と各学校種間での連携が必要であった。 

 
（２）英語教育の現状と成果 
 
現行の学習指導要領では、中学校の学習指導要領で、「授業は英語で行うことを基本」とする

ことが示されている。しかし、平成 28 年度時点での英語教育実施調査では、発話の半分以上を
英語で行っている英語教員の割合は、高校で 45％、中学校で 64％となっており、コミュニケー
ションのための英語教育が未だに完全に理解され実現されているとは言いがたい状況であった。
一方、これまでの英語教育の成果を見ると、例えば、ETS 発表データの TOEFL の成績の国別ラン
キング(2013 年)で我が国は、162 か国中 137 位で、アジア 39か国中では 27位となっており、
スピーキング能力だけを見ると世界最下位であった。コミュニケーション能力の育成に真剣に
取り組むことが迫られており、そのためには、各学校段階での英語授業を改善する方法以外には
解決策はないといえる状況であった。 
 

（３）学術的背景 
 
外国語授業分析法の COLT (Communicative Orientation of Language Teaching)は、1980 年

代にカナダにおいて、第二言語指導と学習成果の関係を把握するために開発された(Spada, N., 
& Fröhlich,1995)。COLT は Part A と Part B の 2 つから成り、Part A では指導過程と学習
内容をリアルタイムでも記録できる。Spada (1987)はカナダの大学の ESL プログラムに在籍す
る、教授法が異なる 3 クラス成人学生 48 人を対象に、その教授法の違いが学習者の学力向上の
一因となりうるのかを研究し、COLT により測定される授業の定量的特徴と学力向上の関係を
示すことができるとした。Terdal，etc. (1997)は、COLT を用いて日本の大学で教えている外国
人教師が教育現場においてどのようなコミュニカティブな教授法を取り入れているかを調査し
たが、その結果、COLT が活動形態や教材の面での授業の特徴を明らかにすることが可能である
とした。このように教室をフィールドとした研究が多くある一方で、安野他 (2004)は授業案に
対して Part A を適用しようと試みたところ、授業案に時間配分と活動の内容が明示されていれ
ば、授業案だけでも COLT Part A の分析は可能であることを明らかにした。このように、COLT
の有用性・有効性は様々に検証されているが、COLT による授業分析には課題もある。COLT は
分析及び集計が煩雑でそれに多くの時間を要し、またコーディング項目が多岐にわたるため、短
い時間でコーディングを行い、分析結果をまとめるには、熟練した高度なコーディングスキルが
必要となる。これらの課題を解決するために、著者は勤務する教育大学でのプロジェクトで、
COLT を利用した大学間連携事業に取り組み、COLT 分析が可能となる ICT プラットフォーム
（CollaVOD）を構築した。そしてそのシステムをベースに、授業を観察しながら学生や教員が
リアルタイムでコーディンが可能な簡略版 COLT を組み込んだ Mobile  COLT を開発し（科研
番号 15K02780 による開発）、小・中・高校の教員の英語授業の改善を 1 年間にわたり試みる長
期的研究を行った。その結果、学校種で改善度合いや方法は異なるが、この方法による授業改善
で一定の効果があることを確認していた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、COLT A スキームを使い、それまで筆者を中心とする研究グループが開発した

COLT 分析システム（CollaVOD）を改良し、統合的外国語授業改善支援システムを構築し、当
システムを利用して小学校を中心とする現職教員の英語授業の改善を試みるとともに、当シス
テムの有効性を検証し、授業研究に資する新しい統合的授業研究法を提案することを目的に行
われた。開発を予定した統合的外国語授業改善支援システムは、（１）多肢選択方式と記述方式
で簡易に授業案を作成・評価できる「外国語指導案作成支援システム」、（２）COLT A を使い録
画した授業を自動分析できる A.I.支援による「外国語授業自動分析システム」、（３）授業教室で



の授業を録画しながら COLT により分析し授業直後に分析結果を表示する「携帯型外国語授業
自動分析システム」から構成される計画であった。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は以下のとおり行われた。 

（１）平成 30年度 
「外国語指導案作成支援システム」の構築を行った。その際、小学校英語指導者や中高校英語

教員が授業を行う上で具体的な支援が可能となる指導案となるように、COLT の項目を設定し組
み込み、Q&A による多肢選択および簡易な記述方式で指導案が自動生成するような仕組みを取り
入れた。  
（２）平成 31年度（令和元年度） 
 授業における各活動の COLT コーディングパターンを分析・整理しパターン化するとともに、
映像処理技術や音声認識技術、AI などの利用可能な情報工学的な知見を検討し、「外国語授業自
動分析システム」の設計・構築を行った。また、平成 30 年度に完成した外国語指導案作成支援
システムの使用を開始し、その成果を発表した。 
（３）令和 2年度 
 「外国語授業自動分析システム」の試用を重ねながらシステムの高度化を行うとともに、「携帯
型外国語授業自動分析システム」の設計・構築を行った。 
（４）令和 3年度 
  学校現場で応用しながら、構築した各システムの有効性・有用性をまとめ、COLT を用いた統
合的授業研究法が外国語の授業の改善にどのように有用・有効であるかの検証を進める予定で
あったが、コロナ禍で予定通り授業サンプルが収集できなかったため、当年度の研究は翌年度の 
令和 4年度まで継続して行われた。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の研究成果は以下の 4点である。 
（１）外国語指導案作成支援システムと外国語授業自動分析システムの構築 
 研究機関において計画されていた 2つのシステムがそれぞれの計画年度に構築された。 
 
①外国語指導案作成支援システム 
本システムは、小学校の英語科の 5、6年生

の指導において利用可能な学習指導案を短時
間で半自動で作成できるシステムで、現在、
北海道教育大学の小学校英語コミュニティサ
イトである CELENET （ https://celenet. 
info/）の一機能として運用されている。学習
指導案は以下のように作成・使用することが
可能である。 
 
a.予めシステム上に設定された授業手順を  
構成するカテゴリーから、次時の授業に必  
要な活動を選択形式で選ぶ。標準として、 
例えば 1単元を 8時間で行うなら、最初の 
3 時間は易、次の 3時間は中、最後の 2時 
間は難などと設定し、活動を絞ることが可 
能である。 
b.授業手順が決定したら、それぞれのカテ   
ゴリーにおいて児童の実態に合った活動を表示される活動の中から選んでいく（図１）。 
c.選択を終えたら学習指導案が作成される。学習指導案全体の流れを見ながら、活動を変更す  
るなどし、学習指導案を完成する。 
d.学習指導案を教室での指導用に印刷する。 
当システムは英語を専門としない担任などが小学校英語授業を行う上で、有力な支援ツール
と成る可能性がある。 

 
 ②外国語授業自動分析システム 

教員養成系４大学の協同プロジェクトですでに構築されていた COLT を用いた英語授業の
分析を支援するプラットフォームである CollaVOD をベースに開発されていた、半自動化携帯
型授業分析システムである Mobile COLT の自動化に取り組んだ。Mobile COLT は、簡易にそ
して遅滞なく授業を教室内で分析できる点で有用性が高く、外国語の授業改善に効果をもたら
すことをこれまでの著者の研究によって明らかにしてきた（Ishizuka & Pellerin, 2020）が、

図 1 指導案作成オーサリング画面 



さらに、これらの研究成果を基に、Mobile COLT で分析する上での手作業部分を AI の支援に
より完全自動化する取り組みを行い、 AI Mobile COLT を開発した。Mobile COLT ではコー
ディング方法を習得した観察者が授業に立ち会い、教室後ろから観察しながらコーディングを
手作業で行う必要があったが、本研究ではコーディング自体を自動化し、観察者の同席を必要
とせずに、英語教師自らが自分の授業をタブレット PC を使い COLT 分析できる機能を有して
いる。当システムは以下のように動作する。 
 
a.授業を PC に録音しながら、
逐次教師から発せされる音声を
音声認識により文字化する。  
b.その文字情報を基にコーデ
ィング・ルールを学習した AI エ
ンジンが COLTコーディングす
る（図 2）。 
c.コーディングした分析結果
は別に入力する教師の発話情報
により自動修正されることで、
教師が授業中使用する独自の発
話を分析結果に反映させること
ができる。 
d.コーディング結果は、授業後
すぐに、コミュニケーション性
を示す Global Score とともに、
数値化された授業の各特徴及び
それぞれの数値を解釈するコメ
ントととも示される。教師はそのコメントを読みことで、自身の授業の改善の指針を得ること
ができる。 
 
当システムは、その基幹部分が 2021 年度に完成し、その後、コロナ禍で学校現場での検証が

進まず、さらに１年間をかけて動作検証を行ってきた。今後、当システムはさらに高い精度の
コーディングを行うための教師発話の情報を AI に学習させる必要があり、そのための情報収
集と調整が必要であるが、当システムにより授業改善に有用な客観的な指針が提供されること
で、英語の授業研究が飛躍的に進むことが期待できる。 

 

（２）COLT を用いた統合的授業研究法の効果の検証 
 
コロナ禍で教室でAI Mobile COLTを利用することができないために、授業録画ビデオを使い、

図 2 AI Movile COLT による自動コーディング 

図 3 AI Movile COLT の分析結果例 



CollaVOD を利用した COLT による分析結果と、これまで行われている質的な授業評価の両方を使
った授業開発研究（統合的な授業研究法）を行った。協力者は中学校 1 年生を担当する教諭で、
教科書の 1 単元が終わるタイミングで行われる復習を兼ねた類似した授業構造を持つ計４回の
授業（生徒数 35 名の一クラス）が観察対象となった。研究期間は４か月で、１回目の授業から
４回目の授業にかけての授業のコミュニケーション性及び授業運営やスキルの変化の推移によ
り授業改善の達成度を検証した。各回の授業のあと３日以内に教諭と発表者が対面で面会し、
COLT の分析結果（量的分析）と質的な評価結果を提示し授業改善についてディスカッションし
た。 

図３は４回の授業の特徴の変化の推移
を示している。コミュニケーション性に関
わる授業の特徴が次第に改善され、Global 
Score も右肩上がりに上昇しており、授業改善
が回を追うごとに進んだことが確認された。同
様に質的な評価に関する課題（発音や語法の誤
り、指導方法の改善、思考力・判断力・表現力
の指導など）も解決の方向に向かっていったこ
とから、本研究で提案する統合的授業研究法が
有効であることが示唆された。今後は、AI 
Mobile COLT を使い、この授業研究法の有効性
を追求していく予定である。 
 
（３）授業自動分析システムの海外大学の教員
養成課程での活用 
  
 本研究成果を国際学会で発表したことが契
機となり、カナダのアルバータ大学フランス語キャ
ンパスの研究者と共同研究を行うことになり、2022
年度秋にカナダにおいて AI Mobile COLT を利用し
た教育実習時の指導の試みが行われた。この共同研
究の結果、英語のみならず多言語における授業の改
善や開発に本システムが有用であることが明らか
になった。今後はカナダ側のサーバで外国語授業自
動分析システムを運用し、本格的に教員養成で活用
していく予定である。 
 
（４）国内外での研究成果の発表と国際レベルの書籍での出版 
 
 本研究で開発したシステム及びその母体となった CollaVOD を利用した COLT による授業分析
とその分析結果を利用した授業改善の研究の成果は、国内外の学会誌や国際学会（END2019、
JES2019、JASELE2019、EUROCALL2020、LET2021、CALL2022、AETS2022、RELC2023）での口頭・ポ
スター発表において公表された。また、2024 年に国際出版が予定されている COLT に関する書籍
において、本研究成果が発表される予定である。 
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図 3 授業の特徴の変化の推移 
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